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論文内容要旨
 代数体上定義された可換で連結な代数群の有理点の代数的数を係数とする一次結合の絶対値
 の下からの評価がこの博士論文の主結果である。これは数論的多様体上の有理点,特に整数点
 の個数をef∫ectlve(実効的)に評価するための重要な役割を果たす。楕円曲線の場合にとどま
 らず,一般の代数群の場合に拡張した形で出来たため,アーベル多様体や,その線形代数群に
 よる自明でない拡大群という数論的に意味のある場合を扱うことができた。この結果はA慮er-
 so員,Bertrand,Coates,Chudnovsky,Faisant,Ferdman,Lallg,Masser,Philibert,P癩lppon,
 Reyssat,Waids蕊mldt,W最stholz,Yt圭1轍mrlらの結果を越えるものとなる。またこの定理に
 よって得られる数論的応用についてはSllverman,Zagierらがこの評価を仮定した際の結果を
 いろいろと述べていた。主結果の具体例を述べれば次のようになる。β。,_,盈を高さHの代数
 的数とし,Zづ1,_,!{dを代数体上定義された楕円曲線の有理点とするとき,β。+β1U1+_+βd勘≠
 0ならばEによらないeffectlveな定数。が存在して
 ioglβ。十β126÷_十βd輪1>}C(10gH)(loglogH)肝d
 となる。この評価に関する今迄の最良の結果は右辺の形が一〇(iogH)'+dである。改良後に於
 て,評価の主要部が多様体の次元によらないことがポイントである。これは多変数超過可級数
 の特殊値の近似等にも応用できる。
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 論文審査の結果の要旨
 超越数論における重要な問題の一つに,江代表的数の対数の代数的数を係数とした線型形式の
 値の超越性およびその大きさの評価を行う遜という問題がある。
 この問題は,A.0.Gelfondにより研究が始められたが,本質的な進歩は1960年代にA.Baker
 によりもたらされた。
 Bakerは,有限個の代数的数の対数の代表的数を係数とする線型形式の値は,0でなければ
 超越数となる事(定理的な結果)を示し,さらにその値の大きさの下からの評価(定量的な結
 果〉を得た。またそれを使って,『類数1の虚二次体を全て求める遣という古典的な問題を解き,
 さらに,『楕円曲線上の整数点の大きなの評価を得翻ことにより,楕円曲線の上の整数点はど
 のようにすればすべて求められるかを明らかにした。
 この研究は,その応用の豊かさによりその重要性が認められ,それ以降多くの人によりその
 拡張が行われたが,その一つの方向は,Bakerの研究に出て来る対数を乗法群から加法群への
 写像と見て,可換代数群からその接空間への写像に拡張するものである。
 この方向の研究は,G.Wtlsthoizにより行われ,1985年ごろまでに定性的な結果が得られた。
 さら1ここのW琶stllolzの結果は,P.Pililippo11とM.Waldschmidtにより定量化されたが,そ
 こで得られた値の下からの評価は,Bakerによる元来の場合の結果と比べると,かなり悪いも
 のであった。
 河野典子はこの問題を研究し,『問題の群と加法群の直積を考え,その上で評価を行う』とい
 う新しい技巧を開発することにより,Phillppo1γWaldschmidtの評価を大幅に改良し,この問
 題の最終的解決の大きな一歩を記した。
 この河野典子による結果(評価)は,この分野の専門家により高く評価されており,またそ
 こで用いられた技巧は,既にいろいろな場合に使われて,その有用性が示されている。
 よって,河野典子は,独立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するもの
 と認められる。
 よって,河野典子提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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